
日本基督教団 八ヶ岳伝道所  主日礼拝  NO.1136  2020 年 9 月 6 日 

牧師  山本 護  奏楽 山本 恵美  第一部礼拝  司式  斎藤 美沙子 9:30~10:30 

※讃美は二番まで歌います              第二部礼拝   司式 福田 奈里子 11:00~12:00                                                             

前  奏 黙想 

讃 美 歌  56 なぬかのたびじ 

祈  禱 

聖  書 創世記 18:20~25 

          使徒言行録 9:32~35 

讃 美 歌 418 こころに自由と 

説  教 『 神に立ち向かう 』 

祈  禱 

讃 美 歌  338 主よ、おわりまで 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 540 みめぐみあふるる 

祝  禱  

後  奏 ※信仰告白は当面のあいだ省略します 

 キリスト者は神に忠実でありたいと願い、御旨に従いたいと願い、神の子にふさわしい者になりた

いと願っている。それでは忠実とは何か。世にはいろいろな人間がいるが、どんな生き方が神の子ら

しいのか。手本にしたい人が数名思い浮かぶが、神が創造された人間はとんでもなく多様にして然り。 

父祖アブラハムは神を真底信頼するがゆえに(創世 18:23)、勇気ふり絞って「正しい者が 50 人いて

もソドムとゴモラを滅ぼすおつもりか(18:24)」と迫る。神が「じゃ、赦すよ(18:26)」と譲歩すると、

「45 人では」、「40 人では」、「30 人では」、「20 人では」、「10 人では」とくり返し迫り、大きな赦し

をとりつけた(18:32)。アブラハム、いい男ではないか。あえてやりこまれる神も、いいじゃないか。 

 神への忠実さとは、特定の聖句や教会の決まりに滅私奉公で仕えることではない。真の信頼関係に

は対峙さえ起こる。無論、我のぶつかり合いや興奮に乗じた威勢よさではない。信ずるがゆえにただ

独り、我が身をさらして神に訴えること。命がけで訴えることで私たちはいっそう率直になっていく。 

 神を信頼するとどうなるのか。祈りに満たされて落ち着くだけではない。アブラハムのように、神

の計画(と思える)に対し、真剣に、正直に、自分を隠さずにぶつけていくことも、神への信頼の姿で

はないのか。そのために、誰のものでもない、神に創造されたこの私の、率直な響きを頼りにしたい。 

 使徒たちの時代になり、「ペトロは方々を巡り歩き、リダに住んでいる聖なる者たちのところへも下

って行った(使徒 9:32)」。イスラエル各地に信徒が生まれ、ペトロはその中の「中風で八年前から床に

ついていたアイネアという人に会った(9:33)」。ペトロが「アイネア、イエス・キリストがいやしてく

ださる。起きなさい。自分で床を整えなさい(9:34)」と命ずると、彼は「すぐ起きあがった」。 

 あたかもイエスがなさった癒しではないか。イエスは中風の男に「わたしはあなたに言う。起き上

がり、床を担いで家に帰りなさい(ﾏﾙｺ 2:11)」と命じ、会堂長の死んだ娘には「タリタ、クム／少女よ、

起き上がりなさい(5:41)」と命じて甦らせた。その人の命を呼び出し、病や死の拘束から解き放つ「タ

リタ、クム」という力ある言葉は、初代教会に深く刻まれていた。だから翻訳されずに伝えられた。 

ペトロもアイネアに「タビタ、クム／男よ、起き上がれ」と命じた、と思う。名を呼んで彼自身を

招き出し、「イエス・キリストがいやしてくださる(使徒 9:34)」と告げた。注目したいのは、「キリス

トについて」語ったのではなく、今も生きて働かれる「キリストそのもの」を言い表したこと。イエ

ス・キリストの言葉が、アイネアを 8 年間の拘束から(9:33)解き放ち、彼自身の床を整えさせた(9:34)。 

病や、社会の属性や、コンプレックスや、死の拘束から「キリストの言葉」によって起こされる者

は自分自身の床を整える。自ら感じ、自ら決断し、自ら責任を負い、痛みと希望を自らのものにする。

キリストの言葉が私の根っこにあるゆえ、私たちはアブラハムのように信頼する神に立ち向かう。 

己が個性は私たちの所有ではない。根っこにあるキリストの言葉が創造する神の子の多様性なのだ。 

神は奴隷を欲していない 反逆する相手を創造されたのだから そのため楽園に禁止果実を植えた 

私たちは山麓に放牧されて それぞれ日々を食む 従ったり 反逆したり 反逆してから従ったり 

9/12(土),13:30～15:00、聖書研究会、皆さんご参加ください。9/19(土)13:30～15:00 八ヶ岳メデ

ィカル・カフェ。牧師の動き:9:13,17:00山梨ｱﾝﾃｵｹ教会、9/15 ｷﾞﾘｼｱ語の学び、9/17 刑務所で教誨。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


